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日
頃
は
、
全
建
愛
知
の
組
織

拡
大
行
動
に
絶
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
建
設
業
は
依
然
と
し
て
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
我
々
は

建
設
業
を
糧
と
し
て
働
く
仲
間

が
去
っ
て
い
く
と
い
う
現
実
を

目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
苦
境
を
何
と
し
て
も
打
開

し
、
建
設
業
で
働
く
仲
間
と
家

族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
組
合

を
よ
り
大
き
く
、
よ
り
強
く
す

る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
組
織
拡
大
を
成
功
さ
せ
る
事

が
、
仲
間
が
抱
え
て
い
る
課
題

の
解
決
や
要
求
の
実
現
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
秋
の
組
織
拡

大
強
化
月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
一
万
三
千
人
を
目
指
す
五
ヵ

年
計
画
三
年
目
の
年
と
し
て
九

月
七
日
に
は
組
織
拡
大
出
陣
式

を
行
う
事
で
団
結
力
を
高
め
る

と
共
に
、
各
支
部
の
拡
大
行
動
・

青
年
部
や
主
婦
の
会
に
よ
る
精

力
的
な
組
織
拡
大
行
動
が
取
り

組
ま
れ
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
拡
大
に

つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
・

東
海
ラ
ジ
オ
・
Ｆ
Ｍ
 A
I
C
H

I
に
て
全
建
愛
知
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
拡
大

グ
ッ
ズ
の
配
布
や
紹
介
者
へ
商

品
券
を
贈
る
な
ど
組
織
拡
大
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

熱心に組合の説明をし、組合パンフレットを手渡す組合役員（左）

が
苦
境
に
さ
ら
さ
れ
る
厳
し
い

状
況
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　
二
〇
一
〇
年
の
建
設
業
就
業

者
数
は
平
均
で
四
百
九
十
八
万

人
と
な
り
、
前
年
比
で
十
九
万

人
（
三
・
七
％
）
の
減
少
で
す
。

一
九
九
七
年
の
六
百
八
十
五
万

人
を
ピ
ー
ク
に
一
貫
し
て
減
り

続
け
て
お
り
「
五
百
万
人
」
割

れ
は
一
九
七
七
年
の
水
準
で
す
。

　
今
こ
そ
、
組
織
拡
大
が
重
要

な
時
。
私
た
ち
は
、こ
う
し
た
情

勢
の
時
こ
そ
、
仲
間
同
士
の
つ

な
が
り
が
大
切
で
す
。
　
　
　

　
全
建
愛
知
は
、
こ
の
情
勢
を

打
開
し
、
諸
要
求
を
実
現
す
る

た
め
に
も
「
全
組
合
員
が
一
丸

と
な
っ
て
組
織
の
回
復
、
そ
し

て
一
万
三
千
人
の
組
合
」
の
実

現
を
目
指
し
、
組
織
拡
大
行
動

に
励
み
ま
し
ょ
う
。

メ
デ
ィ
ア
の
力

　
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
は
（
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ラ

ジ
オ
・
東
海
ラ
ジ
オ
・
Ｆ
Ｍ
 Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
）
、
九
月
～
三
月
に
放

送
さ
れ
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
多
く

の
方
々
に
全
建
愛
知
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
す
。

商
品
券
進
呈

り
の
力
は
弱
く
、
小
さ
な
存
在

で
あ
り
ま
す
が
、
団
結
し
て
大

き
な
組
織
と
な
れ
ば
、
必
ず
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
組
合
員
を
増
や
す
こ
と
は
、

私
た
ち
の
諸
要
求
が
国
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
た
め
に
も
必
要
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
最
も
大

切
な
運
動
で
す
。

　
一
人
の
組
合
員
が
、
一
人
の
未

加
入
者
を
紹
介
で
き
る
よ
う
組
織

拡
大
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

一
万
三
千
人
の
組
合

　
全
国
の
仲
間
、
全
建
総
連
組

織
人
員
は
六
十
三
万
八
千
四
百

十
五
人
（
六
月
末
現
在
）
と
な

り
、
一
年
間
で
三
万
八
千
四
百

七
十
四
人
が
脱
退
し
大
幅
な
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
長
引
く
建
設
不
況

に
よ
る
仕
事
不
足
・
低
賃
金
に

よ
っ
て
建
設
業
を
離
職
す
る
な

ど
、
私
た
ち
の
仕
事
と
暮
ら
し

　
「
数
は
力
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

組
織
拡
大
行
動
と
は

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

　
全
建
総
連
は
七
月
二
十
九
日

（
金
）
、
参
議
院
議
員
会
館
内
で

「
予
算
要
求
・
生
活
危
機
突
破

中
央
行
動
」
を
実
施
し
、
四
十

七
県
連
・
組
合
か
ら
百
八
十
一

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
で
田
村
委
員
長

は
「
7
・
6
中
央
総
決
起
大
会

は
、
全
国
の
協
力
で
成
功
し
た
。

今
日
の
行
動
は
第
二
弾
。
過
日
、

民
主
党
建
設
労
働
議
員
懇
談
会

で
、
赤
松
広
隆
会
長
は
建
設
国

保
へ
の
国
庫
補
助
金
確
保
に
つ

い
て
『
例
年
に
な
い
厳
し
さ
』

と
強
調
し
て
い
た
。
今
後
、
運

動
を
よ
り
強
め
る
必
要
が
あ

る
。
ハ
ガ
キ
要
請
を
進
め
、
心

を
一
つ
に
年
末
ま
で
取
り
組
も

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
古
市
書
記
長
か
ら
中
央
情
勢

報
告
で
は
「
現
行
補
助
水
準
確

保
と
原
発
事
故
へ
の
損
害
賠
償

を
要
請
・
来
年
度
の
概
算
要
求

額
確
定
の
遅
れ
・
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
仮
設
建
設
へ
の
情

況
・
組
織
人
員
が
減
少
し
た
中
、

組
織
部
長
会
議
で
意
思
統
一
を

図
っ
た
」
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
省
の
状
況
に
つ
い
て
担
当

部
長
か
ら
報
告
を
受
け
、
現
状

を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
各
省
へ
の
交
渉
と
共
に
、
地

元
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

お知らせ
※８月1日現在の組織人員は、
　10,923名です。組織拡大行動 
　にご協力お願いいたします。
※書記局研修旅行のため、10月３
　日（月）は、組合事務所をお休
　みさせていただきます。
　通常業務は、４日（火）からに
　なります。組合員の皆さん、何
　卒よろしくお願いいたします。

　
組
合
で
は
、
新
加
入
者
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

商
品
券
（
三
千
円
分
）
を
進
呈

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
四
月
か
ら
八
月
の
間

に
、
新
加
入
さ
れ
た
三
百
三
十

二
名
の
内
、
二
百
三
十
四
名
（
約

現行補助水準確保に向け訴える田村委員長

七
割
）
が
組
合
員
の
ご
紹
介
で

新
た
な
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

紹
介
が
、
組
合
員
増
員
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
仲
間
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

心
を
一
つ
に
成
果
を
勝
ち
取
ろ
う

全建総連

生
活
危
機
突
破
中
央
行
動

予
算

要
求

組 織 部 長
 近藤 　 金作 
コンドウ キンサク

組
合
を
よ
り
大
き
く

よ
り
強
く
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

皆
が
一
丸
と
な
っ
て
仲
間
を

皆
が
一
丸
と
な
っ
て
仲
間
を
増増
や
そ
や
そ
うう

目
指
せ
！
一
万
三
千
人
の
組

目
指
せ
！
一
万
三
千
人
の
組
合合

組織拡大強化月間始まる
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　「フラット35S」（優良住宅取得支援制度）の金利引下げ
幅拡大の適用については、当初の想定を大きく上回るたく
さんの申し込みがあり、募集金額に達する状況となってき
ています。
　このため、金利引下げ幅拡大の適用期間を当初予定より
３ヵ月前倒して終了することとなりました。

　組合員の皆さんにつきましては、金利優遇期間前倒に伴い、
今後のお仕事で活用される際は、お施主さんへの速やかな対
応と周知徹底に努めていただきますようお願いいたします。

※平成23年10月１日から平成24年３月31日までに申し
　込みいただく「フラット35S」（優良住宅取得支援制度）
　は、「フラット35」より0.3％金利引下げ幅となります。
※平成23年10月１日から平成24年３月31日までに申し
　込みいただく「フラット35S」（優良住宅取得支援制度）
　には募集金額があり、募集金額に達する見込みとなった
　場合は、受付を終了します。また、受付終了日は、終了
　する約３週間前にフラット35サイト（www.flat35.com）
　でお知らせします。

金利引下げ幅拡大の適用期間終了日のお知らせ
「フラット35S」（優良住宅取得支援制度）

　国土交通省は、住宅金融支援機構が取り扱っている「フ
ラット35」（長期固定金利型の住宅ローン）より１％の金
利優遇措置の申請期限を、当初予定の2011年12月末から
9月末に前倒することになり、「フラット35S」（優良住宅
取得支援制度）の優遇措置が終了します。

【旧】平成23年12月30日までの申し込み分について適用⇒

【新】平成23年９月30日までの申し込み分について適用



し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
の
表
彰
は
支
部
役
員
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
な
し
遂
げ

た
も
の
で
す
。

　
大
会
で
い
た
だ
い
た
表
彰
状

は
、
額
に
入
れ
石
島
支
部
長
の

自
宅
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
方

　
年
度
内
二
回
、
夏
と
秋
頃
に
組

織
拡
大
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
方
と
し
て
は
、
新

規
の
工
務
店
や
自
宅
へ
飛
び
込

み
で
組
合
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る

海
部
支
部
と
は

　
一
言
で
言
う
と
「
と
っ
て
も

明
る
い
和
や
か
な
支
部
で
す
」
。

　
石
島
支
部
長
を
中
心
に
、
十

五
名
の
支
部
役
員
が
毎
月
の
支

部
会
に
出
席
し
、
役
員
全
員
が

活
発
に
発
言
で
き
る
雰
囲
気
の

中
、
「
ま
ず
、
や
っ
て
み
よ
う
」

と
言
う
気
質
の
支
部
で
す
。

　
何
事
に
も
前
向
き
に
明
る
く

取
り
組
む
支
部
で
あ
り
、
お
陰

様
で
支
部
レ
ク
な
ど
は
毎
回
大

盛
況
に
終
わ
り
、
参
加
者
の

方
々
か
ら
喜
び
の
声
を
多
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
表
彰

　
海
部
津
島
支
部
か
ら
分
割
さ

れ
、
「
海
部
支
部
」
と
し
て
設

立
さ
れ
二
年
、
初
め
て
い
た
だ

い
た
表
彰
で
す
か
ら
、
特
に
嬉

組
合
制
度
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
組
合
制
度
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
。
こ
れ
も
組
合
の
脱
退

防
止
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

組
合
共
済
制
度
を
第
一
に
P
R

　
一
般
の
組
合
員
さ
ん
へ
力
を

入
れ
て
伝
え
て
い
る
の
が
、
内

容
の
充
実
し
た
組
合
共
済
制
度

で
す
。
各
種
祝
金
や
死
亡
弔
慰

金
、
そ
し
て
傷
病
見
舞
金
な
ど

を
大
々
的
に
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
心
強
い
の

が
、
労
災
保
険
や
建
設
業
許
可

な
ど
の
各
種
手
続
き
の
代
行
を

し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
話
し
て

い
ま
す
。

　
集
団
健
康
診
断
や
支
部
レ
ク

の
時
に
、
組
合
制
度
を
理
解
し

て
も
ら
い
た
く
一
般
の
組
合
員

さ
ん
や
家
族
の
方
に
話
し
掛
け

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
興
味

を
も
っ
て
聞
い
て
も
ら
え
な
い

辛
い
時
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
話
し
掛
け
る
こ
と

に
よ
り
、
一
般
の
組
合
員
さ
ん

の
で
は
な
く
、
既
加
入
者
の
組

合
員
さ
ん
や
家
族
の
方
を
対
象

に
、
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え

る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
一
般
の
組
合

員
さ
ん
は
、
ま
だ
ま
だ
組
合
制

度
を
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い

方
が
多
い
の
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。
逆
に
言
う
と
、
組
合
に

は
こ
ん
な
い
い
制
度
が
あ
る
の

に
活
用
し
て
い
な
い
、
も
っ
た

い
な
い
組
合
員
さ
ん
も
み
え
ま

す
。
　
こ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た
め

に
も
、
集
団
健
康
診
断
や
支
部

レ
ク
な
ど
、
支
部
員
さ
ん
が
多

く
集
ま
る
時
を
利
用
し
、
一
般

の
組
合
員
さ
ん
に
組
合
制
度
を

十
分
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
、

声
を
掛
け
る
取
り
組
み
を
支
部

設
立
以
来
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

分
の
入
っ
て
い
る
組
合
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
仲
間
が
仲
間
を

呼
ぶ
、
こ
れ
が
組
織
拡
大
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
既
加
入
者
の
組
合
員
さ
ん
に

   建
築
現
場
で
二
人
の
組
合
員
に
　
   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
  組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
す
る
後
藤
副
支
部
長
（
左
）　
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叡
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曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
　
八
月
七
日
（
日
）
東
海
地

協
青
協
／
統
一
組
織
拡
大
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た

東
海
地
協
青
協
会
議
の
中

で
、
各
組
合
の
拡
大
行
動
を
学

ぶ
た
め
に
、
今
年
か
ら
三
年
か

け
て
、
各
組
合
間
で
若
干
名
の

幹
事
を
派
遣
す
る
こ
と
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
年
は
、
三
重
建
労

と
岐
阜
建
労
、
静
岡
建
労
と
全

建
愛
知
と
の
間
で
幹
事
を
派
遣

し
合
い
ま
し
た
。

　
静
岡
建
労
青
年
部
二
名
を
含

め
た
青
年
部
幹
事
十
三
名
、
近

藤
組
織
部
長
、
書
記
局
三
名
の

合
計
十
七
名
は
、
朝
十
時
に
レ

ン
タ
カ
ー
六
台
に
乗
り
、
大
府

市
、
半
田
市
、
東
海
市
、
知
多

市
、
常
滑
市
・
阿
久
比
町
、
刈

谷
市
・
知
立
市
・
東
浦
町
へ
向

け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
行
動
内
容
と
し
て
は
、
各
市

に
住
む
四
十
歳
以
下
の
組
合
員

宅
を
訪
問
し
、
組
合
や
青
年
部

の
活
動
を
説
明
し
、
支
部
や
青

年
部
行
事
へ
参
加
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
お
願
い
や
、
周
り
に

組
合
未
加
入
の
職
人
さ
ん
が
い

る
場
合
は
、
ぜ
ひ
組
合
を
紹
介

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
し
た
。
ま
た
、
道
中
に
作
業

を
し
て
い
る
現
場
が
あ
れ
ば
、

立
ち
寄
り
、
声
を
か
け
組
合
の

説
明
を
し
ま
し
た
。

　
愛
知
県
で
の
拡
大
行
動
は
、

午
後
四
時
に
全
員
が
組
合
へ
戻

り
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
静

岡
建
労
の
活
動
内
容
は
、
三
島

駅
近
く
の
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
る
大
手

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
工
具
・
資

材
売
り
場
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ビ

ラ
配
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
建
設
職
人
に
出
会
え
る
確
率

が
高
く
、
非
常
に
効
果
的
な
活

動
で
し
た
。

　
今
回
は
、
他
組
合
の
青
年
部

と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
り
、
初
め
て
青
年
部
の
拡
大

行
動
に
参
加
す
る
幹
事
は
、
拡

大
行
動
を
通
じ
て
お
互
い
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
り
と
、
有
意

義
な
内
容
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

副 支 部 長
 後藤 　 啓二 
ゴトウ ケイジ

　
六
月
十
九
日
（
日
）
、
全
建
愛
知
第
三
十
九
回
定
期
大
会
の
場
で
、
組
織
拡
大
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
組
織
拡
大
に
貢
献
し
た
六
支
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
秋
の
組
織
拡
大
強
化
月
間
に
向
け
、
団
体
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
、
海
部
支
部
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ど
の
よ
う
に
組
織
拡
大
行
動
を
行
っ
た
の
か
海
部
支
部
副
支
部
長
／
後
藤
啓

二
さ
ん
（
建
築
大
工
・
四
十
五
歳
）
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

と
私
た
ち
役
員
の
距
離
が
縮
ま

る
の
で
す
。
何
か
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
身
近
に
い
る
私
た

ち
役
員
が
頼
ら
れ
る
の
で
す
。

今
後
の
抱
負

　
全
建
総
連
の
組
織
人
員
、
ま

た
建
設
業
就
業
者
数
自
体
が
大

幅
に
減
る
中
、
何
十
年
も
組
織

拡
大
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
こ
れ
ほ
ど
苦
し
い
状
況

で
の
組
織
拡
大
行
動
は
経
験
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
弱
音

を
吐
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
私
た
ち
役
員
が
組
合

員
さ
ん
の
先
頭
に
立
ち
、
前
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
ら
終
わ
り
。
終
わ
り
の
な
い

活
動
な
の
で
す
。

　
組
織
拡
大
行
動
の
特
効
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。
取
り
組
み
方
や

手
法
に
決
め
手
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
た
ち
は
今
の
活
動
を
信

じ
、
今
後
も
一
歩
一
歩
地
道
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役 員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮奮 闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘支部役員　大奮闘 ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ 拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに 励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励 みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ 仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲 間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間 ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増 ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや拡大に励み仲間を増や すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
― 苦しいときだからこそ仲間と助け合おう ―  

組織拡大強化月間
９月～11月

参加者の皆さん

有
意
義
な
活
動
で
し
た

青
協
／
統
一
組
織
拡
大
行
動

東海地協

【健康保険（中建国保）】
　所得に関係なく割安な保険料で、病気
などで入院したときは６日目より傷病手
当金が支給されます。「契約健診」・「巡回
健診」、「アスベスト検診」が受けられま
す。健康維持増進のため、指定保養施設
の補助もあります。

【労災保険】
　労災保険は政府が運営する保険制度で
す。組合では、一人親方・中小事業主の特
別加入も扱っています。仕事中のケガに
は原則、健康保険が使えません。仕事中の
ケガは労災保険で。病院代は原則無料、休
業４日目から休業補償も行われます。

【組合共済】
　組合員全員加入の共済制度です。　掛
金は、組合費に含まれ、死傷病に関する
「入院通院給付」・「死亡弔慰金」・「住宅
災害見舞金」・「結婚祝金」・「出産祝金」・
「小中学校入学祝金」・「敬老祝金」など
の給付があります。

【各種共済・保険】
　「がん保険」・「介護保険」、「火災共済」
・「交通災害共済」・「自然災害共済」な
ど各種の共済・保険を取扱うと同時に、
「結婚式」も「お葬式」も割引や特典を
受けられるよう、提携式場があります。

【記帳指導】
　組合員の事業の記帳や、所得税（白色・
青色）の申告の計算を手助けする活動を
行っています。また消費税の申告は、テ
ィグレ名古屋と業務提携をしています。

【特別割引券配布】
　「ナガシマジャンボ海水プール（７月～
９月）」、「ラグーナ蒲郡（通年）」の特別
割引券を配布しています。また、「猿投温
泉金泉閣」も割安でご利用いただけます。

【技術・技能・資格の取得】
　建設業を５年以上（７年以上）自営し
ていて、一定の資格を持つ人または、10
年以上の実務経験のある人は、建設業許
可（県知事許可）を取得できます。建設
業許可申請手続きのお手伝いをしていま
す。また、各種作業主任者、建築士など
資格に関する情報提供をしています。

【支部レク開催】
　組合員同士の親睦を深めるため、各支
部「潮干狩り」・「ボウリング大会」など
行い家族ぐるみで楽しく過ごしています。

組合には、たくさんのメリットがあります
― 皆さん、活用しよう ―



　
  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
　
　
　

受
診
資
格

　
　
　
　
  受
診
資
格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
六
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
前
年
度
の
受
診
率
は
三

十
六
％
で
し
た
。
目
標
が
達
成

で
き
な
い
場
合
、
国
か
ら
の
補

助
金
が
減
額
さ
れ
、
来
年
度
以

降
の
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
の
引
き
上
げ
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診

断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ

　
た
健
診
項
目
を
実
費
負
担
な

　
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
本

　
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族
被
保

　
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

健
診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
 

　
　
b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
所
。

健
診
方

健
診
方
法法

　
上
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧
表

よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、
ご
自

身
で
健
診
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員
で

　
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
受
診
で
き
ま
す
。

　
右
記
②
集
団
健
康
診
断
日
程

表
よ
り
、
所
属
支
部
に
関
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
健
診
会
場
で
も
受

診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
会
場
に
よ
っ
て
は
、
た
い
へ

　
ん
混
雑
す
る
た
め
、
お
待
ち

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

予
約
不

予
約
不
要要

②
集
団
健
康
診

②
集
団
健
康
診
断断

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

③
巡
回
健
診
サ

③
巡
回
健
診
サ
ーー
ビビ
スス

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

　
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
今
ま
で
の
契
約
健
診
機
関
で

の
健
康
診
断
ま
た
は
集
団
健
康

診
断
と
違
い
、
健
診
業
者
が
中

建
国
保
の
組
合
員
の
事
務
所
・

自
宅
ま
で
出
張
し
、
健
康
診
断

を
行
う
「
巡
回
健
診
サ
ー
ビ
ス
」

で
す
。
近
く
に
契
約
健
診
機
関

が
な
い
地
域
の
組
合
員
、
都
合

が
つ
か
ず
集
団
健
康
診
断
に
行

け
な
い
組
合
員
に
お
勧
め
の
健

康
診
断
で
す
。

■
医
療
機
関
名

　
　
あ
お
ば
健
康
サ
ポ
ー
ト
㈱

■
場
所
　
名
古
屋
市
北
区
大
曽
根

　
　
　
　
　
　
　
２
―
５
―
３

■
℡
０
５
２
―
５
０
８
―
７
4
６
１

■
予
約
受
付
　
月
曜
～
金
曜
日

　
午
前
九
時
～
午
後
六
時

■
契
約
内
容
　

　
基
本
健
診
項
目
＋

　
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
健

　
診
項
目
＋

　
が
ん
検
診
（
他
契
約
機
関
と
同
様
）

①
予
約
方
法
…

　
中
建
国
保
の
組
合
員
で
あ
る

　
旨
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
一

　
ヵ
月
前
ま
で
に
ご
予
約
・
ご

　
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
実
施
の
条
件
…

　
・
中
建
国
保
の
組
合
員
と
ご
家

　
　
族
の
方
で
、
二
十
名
以
上
お

　
　
集
ま
り
い
た
だ
け
る
こ
と
。

　
・
健
診
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
事

　
　
務
室
を
お
貸
し
い
た
だ
け

　
　
る
こ
と
。
ま
た
、
健
診
ス
ペ

　
　
ー
ス
が
都
合
が
つ
か
な
い

　
　
場
合
は
、
予
約
時
に
ご
相
談

　
　
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
お
ば
健

　
　
康
サ
ポ
ー
ト
㈱
に
て
お
近

　
　
く
の
施
設
を
確
保
し
ま
す
。

　
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
等
を
止
め

　
　
ら
れ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

　
　
確
保
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
。

  レレ
ン
ト
ゲ
ン
車
・

ン
ト
ゲ
ン
車
・
　
　

心
電
図
車
の
サ
イ

　
  心
電
図
車
の
サ
イ
ズズ

A
…
長
6
9
9
×
幅
2
9
9
×

　
　
高
3
0
4
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

④④
  ①
②
③
以

①
②
③
以
外外
でで

　
  受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

B
…
長
6
8
6
×
幅
2
0
2
×

　
　
高
2
5
7
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

C
…
長
5
3
8
×
幅
1
6
9
×

　
　
高
2
3
8
（
㎝
）

　
　
心
電
図
車
（
人
員
運
搬
も

　
　
兼
ね
る
）

※
右
記
車
両
が
巡
回
健
診
に
向

　
か
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、（
A
か
B
の
ど

　
ち
ら
か
一
台
）
と
（
C
）
の

　
計
二
台
が
向
か
う
予
定
で
す
。

　
①
契
約
健
診
機
関
②
集
団
健

康
診
断
③
巡
回
健
診
サ
ー
ビ
ス

以
外
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場

合
、
中
建
国
保
の
規
定
の
条
件

（
受
診
者
資
格
・
健
診
項
目
）

を
満
た
し
て
い
な
い
と
補
助
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前

に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
①
・
②
・
③
・

　
④
の
い
ず
れ
か
に
対
し
補
助

　
し
ま
す
。

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
け
よ

健
康
診
断
を
受
け
よ
うう

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
びび

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

集団健康診断
　　  開催中

※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持参くださ
　い。また、事前予約の必要はございません。
※受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。所属支部に
　関わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。
※今月号以降のキャロットをご確認の上、ご利用ください。

会場所在地会場名受付時間曜日月

名古屋市北区愛知県スポーツ会館
9:30～11:30日4

9

尾張旭市スカイワードあさひ

名古屋市千種区オリエンタル労働衛生協会
9:30～11:30日11

瀬戸市瀬戸健康管理センター

名古屋市港区全建愛知会館
9:30～11:30日25

一宮市一宮木曽川体育館

日進市日進市民会館　
9:30～11:30日9

10

名古屋市緑区緑区役所

豊田市高橋コミュニティセンター9:30～11:30日16

一宮市尾西グリーンプラザ
9:30～11:30日23

春日井市グリーンパレス春日井

小牧市小牧北里市民センター
9:30～11:30日30

名古屋市中村区笈瀬中学校

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日6

11
名古屋市港区全建愛知会館

9:30～11:30日13
尾張旭市スカイワードあさひ

北名古屋市北名古屋市文化勤労会館9:30～11:30日27

豊橋市アイプラザ豊橋
9:30～11:30日４

12 津島市津島商工会議所

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日11

②　集団健康診断日程表

①　契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:50～17:00

　  土曜日8:50～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
 　  土曜日8:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500

名古屋市中区栄2-1-1
日土地名古屋ビル３Ｆ

エルズメディケア名古屋
（女性専用）

月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

月～金曜日8:00～18:00
       土曜日8:00～17:000562-93-8222豊明市沓掛町石畑180-1中京サテライトクリニック

月～金曜日11:00～17:00
      土曜日11:00～14:00052-611-8680名古屋市南区白水町8だいどうクリニック

【年度内随時】

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。
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襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　
七
月
二
十
三
日
（
土
）
、

岡
崎
支
部
主
婦
の
会
主
催

「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

教
室
」
が
参
加
者
十
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
と

は
、
美
し
い
姿
で
長
時
間
保
存

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
加

工
さ
れ
た
花
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
、
ケ
ー
ス
入
り
の
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
　

　
講
師
の
方
に
揃
え
て
い
た
だ

い
た
材
料
を
ベ
ー
ス
に
差
し
込

ん
で
、
ケ
ー
ス
に
納
め
て
い
く

だ
け
な
の
で
す
が
、
実
際
に
や

っ
て
み
る
と
、
な
か
な
か
大
変

で
す
。
細
か
い
作
業
で
す
し
、

か
つ
、
そ
の
人
の
セ
ン
ス
も
問

わ
れ
る
と
い
う
も
の
。
そ
れ
で

も
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
と
格
闘
し
な

が
ら
、
一
時
間
余
り
で
、
な
ん

と
か
出
来
上
が
り
、
お
互
い
の

作
品
を
見
せ
合
い
ま
し
た
。

　
同
じ
材
料
で
作
っ
た
は
ず

が
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
出
来
栄

え
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も

手
作
り
の
良
さ
で
す
ね
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
満
足
の
い
く
作
品
が
出
来

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
【
村
瀬
千
夏
子
通
信
員
】

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

守山支部／神戸の旅

「すごいなあ」の声が…

　
梅
雨
の
ひ
と
と
き
、

七
月
三
日
（
日
）
守
山

支
部
は
五
十
名
で
神
戸

に
行
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
「
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
訪

れ
、
目
に
入
っ
た
の
は

ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
で

す
。
　
　
　

　
そ
こ
に
は
震
災
の
起

き
た
「
一
九
九
五
・
一
・
一
七
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
少
し
忘
れ
か
け
て
い
た
神
戸

の
震
災
を
再
び
思
い
出
さ
せ
て

も
ら
え
た
の
は
、
中
で
見
た
当
時

の
「
映
像
」
と
「
パ
ネ
ル
」
で
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
す
ご
い
な

あ
」
と
言
葉
が
出
ま

す
。
そ
の
後
語
り
部

の
方
か
ら
、
地
震
の

備
え
や
命
を
守
る
お

話
を
聞
く
事
が
出
来

ま
し
た
。

　
学
び
の
次
は
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
ホ

テ
ル
の
ラ
ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
、
美
味
し
い

料
理
に
皆
満
腹
の
大

満
足
で
し
た
。

　
食
後
の
散
策
は

「
北
野
街
」
。
　

　
途
中
、
雨
に
遭
い
急

い
で
バ
ス
に
戻
る
人
、

傘
を
買
う
人
。
そ
れ
ぞ

れ
異
人
館
を
楽
し
み
、

お
土
産
を
手
に
帰
路
に

着
き
ま
し
た
。

　
今
日
の
平
和
に
感
謝

し
て
。
　

　
【
宮
﨑
幸
代
通
信
員
】

阪神大震災のパネルに釘付け

北野街を散策中

　
青
年
部
主
催
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
、
七
月
二
十
四
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
人
数
は
、
百
三
名
と

大
盛
況
で
す
。

　
賞
品
は
た
く
さ
ん
用
意
し
て

あ
り
ま
し
た
が
、
一
ゲ
ー
ム
目

が
終
る
頃
「
ガ
ー
タ
ー
賞
な
く

な
り
ま
し
た
ー
」
の
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ
ア
を
取

る
と
小
走
り
で
賞
品
を
受
け
取

り
に
行
き
ま
す
。
二
ゲ
ー
ム
目

が
終
わ
る
時
に
は
、
袋
い
っ
ぱ

い
の
賞
品
に
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
が
終
わ
っ
て
も
、
お

楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
、
表
彰

式
。
一
位
三
百
二
十
一
点
／
松

井
誠
さ
ん
。
二
位
三
位
そ
し
て

飛
び
賞
。

　
賞
に
外
れ
て
も
、
こ
の
あ
と

に
ビ
ン
ゴ
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
め
た
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
で
し
た
。

　
　
　
　
【
岡
本
貢
二
通
信
員
】

　
優
勝
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
は
、
ス
ト
ラ
イ
ク

賞
、
ス
ペ
ア
賞
、
そ
れ
か
ら
ガ

ー
タ
ー
賞
も
あ
り
ま
す
。

豊
田
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

それー

豪華賞品がいっぱい

た
っ
ぷ
り
楽
し
め
ま
し
た

　
七
月
二
十

二
日
（
金
）

主
婦
の
会
で

子
供
十
一
人

と
、
保
護
者

十
人
で
名
古

屋
港
水
族
館

へ
行
き
ま
し

た
。
　
皆
さ
ん
と

　
次
に
ア
ジ
、
マ
グ
ロ
、
カ
ツ

オ
、
イ
ワ
シ
三
万
匹
が
入
っ
た

巨
大
な
水
槽
で
の
餌
や
り
で
、

イ
ワ
シ
の
ト
ル
ネ
ー
ド
（
竜
巻
）

は
、
何
と
も
言
え
な
い
光
景
で

し
た
。

　
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い

と
、
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
【
戸
ヶ
里
康
子
　
記
】

行
動
を
共
に
し
な
が
ら
、
早
目

の
昼
食
を
摂
り
、
後
は
自
由
行

動
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
時
か
ら
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

を
見
に
行
き
、
イ
ル
カ
が
ジ
ャ

ン
プ
し
て
、
風
船
に
タ
ッ
チ
し

た
り
、
お
客
さ
ん
に
向
か
っ
て
、

水
か
け
を
す
る
と
、
子
供
た
ち

が
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

楽しい夏休み
水族館へ行こう

瑞穂支部主婦の会／
夏休み名古屋港水族館

これがイワシのトルネードです

イルカショー

真
剣
な
眼
差
し
で
作
業
し
て
い
ま
す

素敵な作品の出来上がり

　
暑
さ
も
少
し
和
ら
い
だ
七
月

二
十
四
日
（

日
）
、

大
井
川
S
L
・
メ

ロ
ン
狩
り
の
旅
へ
行
き
ま
し
た
。

　
最
初
の
農
園
で
は
、
五
十
度

位
と
言
わ
れ
た
極
暑
の
ビ
ニ
ー

　
大
井
川
鉄
道
S
L
乗
車
で

は
、
家
山
駅
か
ら
新
金
谷
駅
ま

で
、
三
十
分
程
、
ゴ
ト
ゴ
ト
、

ポ
ー
ポ
ー
、
大
人
は
レ
ト
ロ
な
、

子
供
は
、
煙
の
吐
く
S
L
の
珍

し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
帰
路
少
し
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
体
調
崩

す
こ
と
な
く
無
事
に
帰
宅
で
き

ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
八
十
名
程
の
参
加

人
数
で
し
た
が
、
今
回
百
二
十

一
名
と
大
幅
に
参
加
人
数
が
増

え
バ
ス
三
台
と
な
り
ま
し
た

が
、
幹
事
も
人
気
の
程
に
嬉
し

い
や
ら
、
少
し
予
算
が
心
配
に

な
っ
た
り
。
北
支
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
、
お
知
り
合
い
の
方
に

見
て
頂
き
全
建
愛
知
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
、
入
会
を
勧
め
て
下

さ
い
と
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
次
回
も
大
勢
の
参
加
が

見
込
ま
れ
る
楽
し
い
旅
で
す
。

　
　
　
　
　
【
西
原
進
浩
　
記
】

ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
、
皆
さ
ん
大

き
な
メ
ロ
ン
を
切
り
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
店
で
用
意
さ
れ

た
四
分
の
一
カ
ッ
ト
の
よ
く
冷

え
た
メ
ロ
ン
を
美
味
し
く
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
海
鮮
市
場
で

も
魚
料
理
の
昼
食
を
美
味
し
く

頂
き
ま
し
た
。

北
支
部
／
大
井
川
　
　
・
メ
ロ
ン
狩
り

よ
く
冷
え
て
美
味
し
い

美味しいメロンを食べています

ゴトゴト、ポーポー

S
L

岡
崎
支
部
主
婦
の
会
／
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

満
足
の
い
く
作
品
出
来
上
が
り

　
八

月

七

日

（
日
）
、
豊
橋
支

部
主
催
の
し
た

ら
の
里
サ
カ
ナ

つ
か
み
体
験
が

行

わ

れ

ま
し

た
。
　
今
年
は
、
組

合
員
と
家
族
合

計
三
十
七
名
の
参
加
で
し
た
。

　
バ
ス
の
中
で
は
、
家
族
同
士

で
談
笑
し
合
い
の
ん
び
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
、
昼
頃
の
到

着
と
な
り
ま
し
た
。

　
到
着
し
て
す
ぐ
、
全
員
参
加

で
の
五
平
餅
作
り
体
験
を
し
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
も
皆
で
協
力

し
、
参
加
者
同
士
が
団
結
で
き

た
時
間
で
し
た
。

　
五
平
餅
を
焼
い
て
い
る
間
、

子
供
達
は
鮎
つ
か
み
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
子
は
恐
が
り
な
が

ら
も
必
死
で
つ
か
も
う
と
し
、

毎
年
参
加
し
て
い
る
子
は
つ
か

ん
だ
数
を
競
い
合
い
、
自
分
で

つ
か
ん
だ
鮎
と
焼
き
上
が
っ
た

五
平
餅
を
と
て
も
満
足
そ
う
に

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な

レ
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
と
て
も
充
実
し

た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
【
櫻
井
亜
紀
子
　
記
】

鮎、つかまえたよ

ペッタンペッタン

豊橋支部／したらの里サカナつかみ体験

焼き上がった
鮎と五平餅 大満足
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八
月
八
日
（
月
）
、
長
崎
の

原
爆
犠
牲
者
建
設
労
働
者
・
職

人
の
慰
霊
碑
前
で
の
慰
霊
祭

に
、
五
千
羽
の
千
羽
鶴
を
献
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
婦
の
会
の
皆
さ
ん
・
組
合

員
の
奥
さ
ん
・
組
合
員
さ
ん
他
、

多
く
の
方
々
か
ら
折
鶴
作
成
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
七
月
八
日
（
金
）
、
全
建
愛

知
会
館
に
て
主
婦
の
会
幹
事
の

皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
折

鶴
の
つ
な
ぎ
作
業
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
全
建
愛
知
は
全
建
総

連
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
全
国
の

仲
間
と
と
も
に
、
平
和
憲
法
の

理
念
を
実
現
し
て
い
き
、
平
和

へ
の
想
い
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な

い
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

五
千
羽
の
千
羽
鶴
、
完
成
し
ま
し
た

1羽1羽に願いを込めて

民主党 参議院議員／組合推薦 シリーズ／パート⑰
愛知県選挙区

皆さん、こんにちは。
私、参議院議員 斎藤嘉隆です。
　「全建愛知」という

４文字は、子どものころからたび
たび目にしてきました。僕にとっ
ての「全建愛知」は、医者に持参
する保険証に記された、わりと身
近な言葉でした。ただ、医者に行
くと、大抵嫌いな注射を打たれる
から、どちらかというと目にした
くない４文字。子どものころはあ
まりいいイメージではありません
でした。
　僕の両親は、名古屋市で、材木
商と工務店を足して２で割ったよ

 斎藤 　 嘉隆 
サイトウ ヨシタカ

愛
犬
と
一
緒
に
…

うな小さな会社を経営していました。社員は両親以外には１
人だけ。自宅兼仕事場、製材のおがくずの香りと、金づちや
電気かんなの音の中で育ちました。
　家には、大工さんや左官屋さん、建具屋さんやペンキ屋さ
ん、水道屋さんなどがよく来ていて、そんなおっちゃんたち
に、「よっちゃん、よっちゃん」と呼ばれ、よく遊んでもら
いました。見た目は怖いけどやさしいおっちゃんが多かった
ですね。
　親父はずいぶん前に亡くなりましたが、実家や母親は、今
でも全建さんでお世話になっています。妹や母親は、全建さ
んの支部の旅行によく出かけていたようです。そして、今、
議員となっても全建さんに大変お世話になっています。推進
議員連盟の一員としての仕事もさせていただいており、何だ
か深いご縁を改めて感じています。
　参議院議員となって１年です。この１年で国民の皆さんの
政治離れが加速したように思います。政治家として、本当に
残念であり、申し訳なく思います。今一度、皆さんの日々の
暮らしや、皆さんの思いに寄り添い、国民目線での政策推進
を図っていかなければなりません。それは、東日本大震災で
被災された皆さんに対しても同様です。
　議員になって生活は一変しました。唯一の趣味だったゴル
フもほとんどできなくなり寂しい限りですが、東京での１人
暮らしで、料理や洗濯には少し慣れました。今はただ、全建
愛知の皆さんはじめ、ご支援いただいた方々の思いに応えら
れるよう全力を尽くします。　【参議院議員　斎藤嘉隆　記】

－  僕にとっての「全建愛知」 －

　

　中建国保の健全な運営の

ため、職種の変更・組織変更

（個人から法人）・転業・廃

業等がありましたら、組合の

健康保険課へご連絡くださ

い。

中建国保からのお知らせ
　今月の組合費等の自動引落日

は27日（火）です。26日（月）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

　組合からの給付金や中建国保か

らの償還金等を振り込むため、組

合員の皆さんに東海労働金庫の口

座を作っていただいています。

　お手元に、東海労働金庫の通帳

をお持ちでない方は、給付ができ

ませんので組合へご連絡くださ

い。

労金口座お持ちですか

労
働
対
策
部

確
認
は

あ
な
た
を
ま
も
る

命
づ
な

◎日時　９月25日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

　  ／0120-154-931

　 ／050-3785-1684

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　
今
年
も
、「
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー

ラ
ン
ド
特
別
割
引
券
」
と
、「
ラ

グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア
特
別

割
引
券
」
を
配
布
し
ま
す
。

お
得
な
特
別
割
引
券
配
布
中

共済福祉部

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
・

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

★
ナ
ガ
シ
マ
の
ご
利
用
方
法

①
組
合
へ
お
電
話
か
胃
で
必

　
要
枚
数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
胃
申
込
み
の
場
合
、
必
ず
大

人
・
小
中
学
生
・

　
幼
児
が
何
枚
必

　
要
か
記
入
し
て

　
く
だ
さ
い
。

・
お
申
込
み
枚
数

　
は
組
合
員
と
そ

　
の
同
居
の
家
族

　
の
人
数
分
と
な

　
り
ま
す
。

②
受
付
後
、
組
合

　
よ
り
発
送
し
ま

　
す
。

③
特
別
割
引
券
と

【
お
得
な
保
養
施
設
】

　
中
建
国
保
で
は
、
被
保
険
者

の
健
康
を
願
い
、
保
健
事
業
と

し
て
保
養
施
設
の
利
用
に
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
余
暇
を
利

用
し
て
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
補
助
の
対
象
者
は
、
保
養
施

設
に
宿
泊
し
た
日
に
お
い
て
、

中
建
国
保
の
被
保
険
者
資
格
が

あ
れ
ば
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
（
但
し
、
宿
泊
料
金
が
無

料
の
場
合
は
補
助
の
対
象
か
ら

除
き
ま
す
）

　
補
助
金
は
、
一
人
当
た
り
一

泊
に
つ
き
三
千
円
。
年
度
内
一

回
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

～
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
宿
泊
に
適
用
）

【
ご
利
用
方
法
は
…
】

①
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、
 

　
ご
希
望
の
施
設
に
直
接
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
養
施
設
は
、「
中
建
国
保
の

　
便
利
帳
／
平
成
二
十
三
年
度

　
版
」
に
一
覧
掲
載
。

②
便
利
帳
の
「
保
養
施
設
利
用

　
者
補
助
金
申
請
書
」
又
は
「
組

　
合
備
付
申
請
用
紙
」
に
フ
ロ

　
ン
ト
で
宿
泊
証
明
を
も
ら
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

③
「
申
請
書
」
を
組
合
へ
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
は
、
労
金
口
座
に
振

　
り
込
み
ま
す
。
受
理
日
か
ら

　
二
ヵ
月
程
か
か
り
ま
す
。

※
複
数
の
世
帯
で
一
緒
に
利
用

　
さ
れ
る
場
合
、
申
請
書
は
一

　
世
帯
ご
と
に
必
要
で
す
。

※
宿
泊
証
明
が
受
け
ら
れ
な
か

　
っ
た
と
き
は
、
申
請
書
の
裏

　
面
に
領
収
証
を
添
付
し
て
申

　
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
健
康
保
険
課
の
中
西
へ

　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
養
施
設
の
利
用
で
補
助
金
支
給

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
余
暇
を

中建国保

　
利
用
料
金
を
入
園
券
売
り
場

　
窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

★
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
ご
利
用
方
法

　
　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ

　
ア
特
別
割
引
券
は
、
六
月
号
・

　
七
月
号
へ
掲
載
い
た
し
ま
し

　
た
施
設
利
用
券
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
不
可
。
不

　
足
の
際
は
、
組
合
へ
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

★
利
用
期
間
と
料
金

【
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
】

　
七
月
二
日
～
九
月
二
十
五
日

　
ま
で
。
料
金
は
上
表
に
て
。

【
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア
】

　
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
有
効
。
各
チ
ケ
ッ
ト

　
が
十
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

★
問
合
　

　
共
済
福
祉
部
の
三
好
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

「「
世
界
平
和
」
を
願

世
界
平
和
」
を
願
うう

五
千
羽
の
千
羽
鶴
を
献

五
千
羽
の
千
羽
鶴
を
献
納納

ナガシマスパーランド・湯あみの島ご利用金額表
特別価格一般価格種目
1,000円1,600円スパーランド（遊園地）入場券

大人
3,200円4,100円パスポート
2,200円3,000円ジャンボ海水プール入場券
4,400円5,300円ワイドパスポート
1,400円2,100円湯あみの島入館券
500円1,000円スパーランド（遊園地）入場券

小・中学生
2,400円3,100円パスポート
1,600円2,300円ジャンボ海水プール入場券
3,300円4,100円ワイドパスポート
800円1,300円湯あみの島入館券
100円500円スパーランド（遊園地）入場券

幼児

（3歳以上）

1,300円1,800円パスポート
800円1,300円ジャンボ海水プール入場券
1,800円2,400円ワイドパスポート
300円700円湯あみの島入館券

※スパーランド・パスポート・ジャンボ海水プール・ワイドパスポート入場券にて入園後、「湯
あみの島」利用の場合は、別途料金が必要。※上記料金は、全て消費税込みです。利用券は団
体でのご利用はできません。※スパーランド入場券は、遊園地の入場のみ。（ジャンボ海水プー
ル・湯あみの島入館不可）※パスポートは、遊園地の入場及び乗り物乗り放題。（ジャンボ海水
プール・湯あみの島入館不可）※ジャンボ海水プール入場券は、ジャンボ海水プール・遊園地
の入場可。（湯あみの島入館不可）※ワイドパスポートは、ジャンボ海水プール・遊園地の入場
及び乗り物乗り放題。（湯あみの島入館不可）※湯あみの島入館券は、遊園地入場可。（ジャン
ボ海水プール入場不可）※ジャンボ海水プール内に、サンシェードの持ち込みはできません。
※名古屋アンパンマンこどもミュージアム＆パークは入場料金が別途必要。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

その病気、職業病かもしれません！
～ 職業病は労働災害です ～

※ご相談は、組合の「アスベスト事務局」までお電話ください。

　職業病とは、従事している職業の特性や職場環
境により起こる病気の総称を言い、建設業につい
ては「職業病のデパート」と呼ばれています。
　全建愛知では、平成17年より職業病の中でも
特に呼吸器疾患の対策を目的に、専門有識者（大
学教授）と連携し取り組みを進めています。

【じん肺について】
　「じん肺」とは、「粉じんによる肺の疾患」です。
　人間の身体には、体内に入り込む異常な物質を
防いだり、排出したりする機能が備わっています。
　しかし、建設現場で日常的に行なわれている
建材の研磨や切断作業、過去に行なわれていた
アスベスト（石綿）の吹き付け作業などによる
微細な粉じんでは身体の機能が追いつかず、そ
の粉じんは肺に蓄積されていきます。

【アスベスト（石綿）疾患について】
　アスベスト（石綿）との関連の可能性がある
疾病として、主に次の５つの病気があります。
①石綿肺　②原発性肺がん　③悪性中皮腫
④良性石綿胸水　⑤びまん性胸膜肥厚
　特に肺がんは、タバコの吸いすぎによるもの
だと診断されることが多く、労災保険の手続き
がされないまま一般の病気で処理されてしまう
ことが多くあります。
　直接アスベスト（石綿）を扱っていない労働
者でも、周辺作業で間接的なばく露を受ける作
業をして病気になっていることもあり、多くの
建設労働者が職種を問わず被害者になっています。
■専門有識者に診てもらうことにより、アスベ
　スト（石綿）などを吸ったために起きる症状
　や病気が的確に判断でき、かつ申請の認定条
　件に当てはまれば、労災等に結びつけること
　ができます。
　　例えば、労災で認定を受けると、治療費が
　補償されるだけでなく、休業補償等を受け取
　れることがあります。また、健康保険で支払
　った医療費が労災保険から戻ってきます。
　　これまでに、「肺がん」・「悪性中皮腫」など
　の職業病による労災認定等を受け、医療費や
　休業補償などを受けた組合員さんがいます。
　　まずは、下記の病名に罹患された場合、組
　合にご相談ください。
【呼吸器疾患で労災保険等適用の可能性がある病名】
・原発性肺がん　・悪性中皮腫　・良性石綿胸水
・びまん性胸膜肥厚
・じん肺、または石綿肺＋合併症（ 肺結核・結
　核性胸膜炎・続発性気管支炎・続発性気管支
　拡張症・続発性気胸 ）　・胸膜肥厚斑



消
費
税
申
告
講
習
会

　
本
則
・
簡
易
課
税
制
度
に
分

か
れ
て
、
例
題
を
も
と
に
実
際

の
税
額
の
計
算
や
申
告
書
等
の

作
成
を
行
う
消
費
税
申
告
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
二
月
開
催
の
申
告
学
習
会
の

時
期
は
、
消
費
税
の
説
明
や
計

算
の
お
手
伝
い
は
一
切
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
事
前
の
講
習
会
や

税
金
学
習
デ
ー
な
ど
に
よ
り
準

備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
九
月
十
四
日
（
水
）

　
簡
易
課
税
／
午
前
十
時
～

　
本
則
課
税
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

白
色
・
青
色
記
帳
講
習
会

　
し
っ
か
り
記
帳
し
て
い
な
け

れ
ば
各
経
費
等
が
認
め
ら
れ

ず
、
税
務
署
に
よ
る
概
算
経
費

で
再
計
算
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
組
合
で
は
、
皆
さ
ん
に
月
々

の
仕
事
の
ま
と
め
や
税
額
計
算

が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
、
講

習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、

基
本
講
習
会
の
ご
案
内

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ
う

消費税

　
政
府
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
二
〇
二
〇
 年
ま
で
に
九
十
 

年
比
二
十
五
％
削
減
す
る
と
し

て
お
り
、
住
宅
分
野
に
お
い
て

も
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
の
義
務

化
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
築
供
給
に
お
け
る
次
世
代

省
エ
ネ
適
合
率
は
お
よ
そ
一
～

二
割
と
低
調
で
す
が
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
地

域
に
密
着
し
た
小
規
模
事
業
者

に
お
い
て
も
低
炭
素
社
会
に
向

け
た
住
宅
の
断
熱
施
工
の
技
術

を
学
習
す
る
こ
と
は
非
常
に
重

要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
全
建
総
連
と
全
建

連
が
共
催
で
、
小
規
模
事
業
者

の
手
掛
け
る
木
造
住
宅
に
特
化

し
た
断
熱
施
工
等
の
学
習
会
を

次
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

　
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
で
の
施

工
の
学
習
を
通
じ
、
組
合
員
の

断
熱
施
工
技
術
の
向
上
に
つ
な

が
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
九
月
九
日
（
金
）

　
午
後
四
時
三
十
分
～
午
後
八
時

会
場
　
全
建
愛
知
会
館

対
象
　
断
熱
地
域
区
分
Ⅲ
～
Ⅵ

　
　
　
地
域
で
施
工
さ
れ
る
方

「
所
得
と
り
ま
と
め
帳
」
を
無

料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
白
色
・
青
色
記
帳
（
特
別
控

除
十
万
円
）
講
習
会
で
は
、
所

得
取
り
ま
と
め
帳
を
使
っ
た
記

帳
の
仕
方
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申

告
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　
所
得
が
高
く
家
族
従
業
員
が

い
る
場
合
、
青
色
申
告
が
有
利

で
す
。
初
め
て
記
帳
を
さ
れ
る

方
や
不
慣
れ
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
十
月
十
二
日
（
水
）

　
白
色
／
午
前
十
時
～

　
青
色
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

受
講
者
募
集

受
講
者
募
集
中中

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
木
造
住
宅
の
建
て
方
及

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
木
造
住
宅
の
建
て
方
及
びび

住宅対策部

断
熱
施
工
講
習
会
の
ご
案

断
熱
施
工
講
習
会
の
ご
案
内内

内
容
　
省
エ
ネ
木
造
住
宅
の
建

　
　
　
て
方
、
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

　
　
　
充
填
断
熱
施
工
方
法
等

講
師
　
硝
子
繊
維
協
会
・
建
築

　
　
　
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
機
構
（
I
B
E
C
）

受
講
料

　
無
料
　
テ
キ
ス
ト
配
布

定
員
　
五
十
名

申
込
・
問
合
　
住
宅
対
策
部
ま
 

　
　
　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
今
年
も
次
の
日
程
で
、
後
期

技
能
検
定
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
主
な
実
施
予
定
職
種

　
建
築
大
工
・
鉄
筋
施
工
・
塗

　
装
・
配
管
・
型
枠
施
工
な
ど
。

※
そ
の
他
の
職
種
は
組
合
ま
で

■
受
検
資
格

◎
一
級
…
実
務
経
験
七
年
以
上
又
は

　
二
級
合
格
後
二
年
以
上
の
実
務
経
験

◎
二
級
…
実
務
経
験
二
年
以
上

■
受
検
手
数
料

　
実
技
…
一
万
六
千
五
百
円

　
学
科
…
三
千
百
円

■
実
技
試
験

　
平
成
二
十
三
年
十
二
月
五
日
（
月
）
～

　
平
成
二
十
四
年
二
月
十
九
日
（
日
）

■
学
科
試
験

　
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　
　
   　
 一
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
           二
月
      一
日
（
水
）

　
　
                   二
月
      五
日
（
日
）

※
学
科
試
験
は
右
記
の
い
ず
れ
か
一
日
。

※
実
技
試
験
の
手
数
料
は
、
受
検
職
種
に

　
よ
っ
て
若
干
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
〆
切
　
九
月
二
十
二
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
　
技
術
対
策
部
 

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
技
能
検

後
期
技
能
検
定定

あ
な
た
も
、
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
職
業
訓
練
指
導
員
講
習
（

四
十

八
時
間
講
習
）

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
　
全
七
回

　
　
十
月
十
五
　
日
（
土
）
～

　
　
　
　
二
十
四
日
（
月
）

■
会
場

　
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

■
受
講
料
　
一
万
六
千
円

■
受
講
資
格
　

　
免
許
職
種
に
関
し
、
一
級
ま
た
は

　
単
一
等
級
の
技
能
検
定
合
格
者
等

■
〆
切
　
九
月
九
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
　
技
術
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
指
導
員
講
習

 職
業
訓
練
指
導
員
講
習
　
　
　
　
　
  

（
四
十
八
時
間
講
習
）
受
講
者
募

 （
四
十
八
時
間
講
習
）
受
講
者
募
集集

青
色
申
告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
を
受
け
ら
れ
る
方

　
青
色
申
告
で
六
十
五
万
円
控

除
を
受
け
る
場
合
、
日
々
の
記

帳
を
「
複
式
簿
記
」
で
行
い
、

「
貸
借
対
照
表
」
を
作
成
し
、

添
付
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
例
年
二
月
初
め
か
ら
末
に
か

け
て
行
う
税
金
申
告
学
習
会
に

お
い
て
、
六
十
五
万
円
の
特
別

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
組
合

員
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

一
部
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い

方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
組
合
で
は
、
青
色
申

告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
）

を
受
け
ら
れ
る
方
の
た
め
に
、

日
々
の
記
帳
の
仕
方
や
決
算
処

理
の
講
習
会
を
四
回
に
分
け
て

開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
自
分
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
六
十
五
万
円
控
除
を

　
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

　
も
、一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

・
十
月
十
五
日
（
土
）

　
午
前
…
①
入
門
編
②
仕
訳
編

　
午
後
…
③
実
務
編

・
十
月
二
十
九
日
（
土
）
　

　
午
前
…
④
決
算
書
編

　
①
②
・
④
／
午
前
十
時
～

　
③
／
午
後
一
時
三
十
分
～
　

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

※
各
講
習
会
に
は
、
筆
記
用
具
・

　
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合

　
税
金
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

　
全
建
愛
知
で
は
、
愛
知
県
と

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
住
宅
の
応

急
修
理
が
迅
速
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

工
事
協
力
事
業
所
名
簿
を
、
毎

年
度
県
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
地
震
な
ど
の
災
害

対
策
の
た
め
、
被
災
住
宅
の
応

急
修
理
工
事
協
力
事
業
所
を
追

加
募
集
し
ま
す
。

　
登
録
す
る
と
、
経
審
に
お
い

て
総
合
評
定
値
が
二
十
二
・
五

点
加
点
さ
れ
る
た
め
、
公
共
工

事
を
請
負
う
業
者
に
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
　

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
業
所

に
は
、
今
後
作
成
予
定
の
「
全

建
愛
知
建
設
職
人
名
簿
」
に
掲

載
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
既
に
登
録
済
み
の
事
業
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
申
込
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
条
件

①
全
建
愛
知
の
組
合
員
で
あ
る

②
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
時
、

　
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
協

　
力
で
き
る
事
業
所
で
あ
る

③
法
令
を
遵
守
す
る

■
名
簿
登
録
〆
切

　
十
一
月
三
十
日
（
水
）

■
登
録
す
る
と

①
県
内
各
市
町
村
に
応
急
修
理

　
事
業
所
名
簿
と
し
て
配
布

②
登
録
証
を
発
行

③
経
営
事
項
審
査
制
度
を
行
う

事
業
所
は
、
経
営
規
模
評
価

申
請
の
加
点
対
象
と
な
る
防

災
協
定
の
災
害
応
急
活
動
等

に
該
当
す
る
た
め
、
二
十
二
・

五
点
加
点

■
問
合
　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事
協
力
事
業
所

経
審
で
の
総
合
評
定
値
「
二
十
二
・
五
点
」

加
点

　
中
建
国
保
で
は
、
震
災
・

風
水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の

災
害
に
よ
り
、
組
合
員
の
自

宅
等
が
被
害
を
受
け
、
生
活

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

が
著
し
く

困
難
に
な

っ
た
時
、

三
ヵ
月
分

の
範
囲
内

で
健
康
保
険
料
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害

の
被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、

床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上１ｍ未満の冠水

被害区分による減免額

り
ま
す
。

　
被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の

取
り
扱
い
は
、
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
（
消
防
署
、
地
方
自
治
体
な
ど

　
公
的
機
関
の
証
明
書
）
を
添

　
付
し
ま
す
。

　
　
そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合

　
健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

　
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
の
中
西
へ

　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

共
済
よ
り

住
宅
災
害

見
舞
金
の

支
給
制
度

も
あ
り
ま

災
害
時
に
よ
る
保
険
料
減
免
制
度

も
し
も
の
時
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
い

中建国保

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

茶店で一服

の会日帰り見学会」を今年も開催します。
　今年は、三重県伊賀の里モクモク手づくりフ
ァームと伊賀流忍者博物館を見学します。
　モクモクファームは、自然・農業・手づくり
を目的として、大自然にふれあいながら農園や
酪農など人にやさしい環境づくりを目指した施
設です。園内では、厳選された材料をもとにパ
ンづくり体験をします。
　くノーでお馴染みの伊賀忍者博物館では、江
戸時代の忍者屋敷などを見学します。
　ぜひ皆さん、ご参加ください。心よりお待ち
しています。

日時　平成23年10月17日（月）／雨天決行
　　　午前８時20分集合・午前８時30分出発
　　　午後５時45分解散予定
集合　中京大学文化市民会館（旧名古屋市民会館）
行先　伊賀の里モクモク手づくりファーム・
　　　伊賀流忍者博物館他
募集期間　  ９月５日～30日
　　　（定員になり次第終了。キャンセル待ちは受付しません）
定員　80名
会費　１人3,000円（当日、車内にて徴収）
参加資格　組合員とその家族（但し、女性のみ）
申込　ＦＡＸ（支部名、組合員名、参加者名、
　　　住所、電話番号、携帯電話番号を明記）
　　　で受付します。　
　　　締め切り後、10月初旬に参加者に受付確
　　　認ハガキ兼参加証を送付いたします。
問合　主婦の会担当／久田・三好・坂本までご
　　　連絡ください。

モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモククククククククククククククククククククククククククククククモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモククククククククククククククククククククククククククククククフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行ききききききききききききききききききききききききききききききままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょモクモクファームへ行きましょううううううううううううううううううううううううううううううう

主婦の会主催 参加者募集
伊賀の里

日帰り見学会開催

家 寡加加加加加加加加加加

昨
年
の
見
学
会
に
て
（
奈
良
・
興
福
寺
） 　毎年、大好評の「主婦



支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

守
山
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
九
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
三
菱
電
機
グ
ラ
ン
ド

中
川
熱
田
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
六
日
（
日
）

■
会
場
　
中
川
区
役
所
富
田
支
所

中
村
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
二
日
（
土
）

■
会
場
　
中
村
公
園

緑
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
二
日
（
土
）

■
会
場
　
大
高
緑
地
公
園

西
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
庄
内
緑
地
公
園

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー
（
弥
富
地
区
）

■
日
程
　
十
月
二
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー
（
津
島
地
区
）

■
日
程
　
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
津
島
市
文
化
会
館

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

緑
支
部
／
高
山
白
川
郷
巡
り

■
日
程
　
十
月
十
六
日
（
日
）

■
行
先
　
飛
騨
高
山
・
白
川
郷

海
部
支
部
／
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

■
日
程
　
十
月
二
十
三
日
（
日
）

■
行
先
　
蒲
郡

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／
S
L
の
旅

■
日
程
　
十
月
三
十
日
（
日
）

■
行
先
　
大
井
川
鉄
道

津
島
支
部
／
健
康
体
力
づ
く
り

■
日
程
　
十
月
三
十
日
（
日
）

■
行
先
　
静
岡
県
つ
ま
恋

中
川
熱
田
支
部
／
ふ
ぐ
料
理
の
旅

■
日
程
　
十
月
三
十
日
（
日
）

■
行
先
　
日
間
賀
島

中
村
支
部
／
焼
津
寿
司
食
べ
放
題
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
六
日
（
日
）

■
行
先
　
焼
津
・
大
井
川
S
L

守
山
支
部
／
北
陸
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
六
日
（
日
）

■
行
先
　
福
井
・
芝
政
ワ
ー
ル
ド

旭
瀬
戸
支
部
／
カ
ニ
料
理
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
十
三
日
（
日
）

■
行
先
　
美
浜

南
支
部
主
婦
の
会
／

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り

■
日
時
　
九
月
二
十
二
日
（
木
）

　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

■
会
場
　
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
五
百
円
／
定
員
十
五
名

■
〆
切
　
九
月
七
日

■
備
考
　
一
時
間
位
で
ス
テ
キ

　
な
首
飾
り
を
！
年
齢
層
広
く

　
準
備
（

心
配
無
用
。

先
生
が
助

　
け
て
く
れ
ま
す
）

老
眼
鏡
の

　
必
要
な
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
水
野

　
℡
０
５
２
―
８
２
２
―
７
２
９
７

　
胃
０
５
２
―
８
２
４
―
８
８
０
０

守
山
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
学
習
会
及
び
食
事
会

■
日
程
　
九
月
二
十
七
日
（
火
）

■
行
先
　
岐
阜
正
芳
寺
・
大
仏
殿

　
　
普
茶
料
理
　
金
華
山
散
策

■
会
費
　
二
千
円
（
当
日
徴
収
）

■
定
員
　
二
十
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

■
備
考
　
お
申
込
は
胃
に
て
。

　
胃
０
５
６
１
―
８
９
―
３
３
３
１

■
問
合
　
横
山

　
℡
0
9
0
―
5
1
0
9
―
0
8
8
9

　
前
回
、
支
部
紹
介
を
こ
こ
に

載
せ
て
頂
い
て
か
ら
早
三
年
、

こ
う
し
て
ま
た
書
く
機
会
が
巡

っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
は
有
難

い
こ
と
だ
と
、
こ
の
不
況
の
時

節
柄
感
じ
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
わ
ず
か
な
減
少
は

あ
っ
た
も
の
の
、
変
わ
ら
ず
年

中
行
事
で
交
流
を
深
め
、
細
々

と
運
営
を
続
け
て
行
き
た
い
も

の
で
す
ね
。

　
我
、
支
部
の
主
な
行
事
は
年

支部会の様子
に
一
度
の
プ
ロ
野
球
観

戦
・
日
帰
り
旅
行
・
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
。
　

　
こ
れ
は
余
談
に
な
り

ま
す
が
私
の
妻
は
、
こ

の
毎
年
一
度
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
に
欠
か
さ
ず

参
加
し
、
初
め
の
頃
は

六
十
前
後
と
振
る
わ
な

か
っ
た
ス
コ
ア
が
、
今

年
は
百
二
十
を
超
え
た

ん
で
す
よ
。

　
そ
ん
な
信
じ
ら
れ
な

い
事
も
起
こ
る
の
で
一

度
参
加
し
て
み
て
下
さ

い
ね
。

　
私
自
身
も
支
部
の
親
睦
会
で

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
や
真
夏
の

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題
だ
の

と
色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
催
し
を

考
え
て
、
組
織
拡
大
行
動
を
、

皆
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
す
す

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
　
　

　
　
　
【
薮
本
章
支
部
長
　
記
】

ス

タ

ッ

フ

ス

タ

ッ

フ
 

募

集

募

集

中中

◎
造
作
大
工
さ
ん
募
集

■
問
合
　
（
有
）コ
ク
ボ
工
務
店

　
　
　
　
名
古
屋
市
南
区
鳴
尾

　
　
　
　
　
　
 １
―
３
３
７
―
１

　
会
社
　
０
５
２
―
６
１
１
―
９
１
２
２

　
携
帯
　
０
９
０
―
３
５
５
３
―
１
０
５
８

■
年
齢
　
問
い
ま
せ
ん

■
資
格
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
住
ま
い

　
名
古
屋
市
内
及
び
近
郊
在
住
の
方

■
備
考
　
２
×
４
造
作
・

　
　
　
　
経
験
者
優
遇
。

こ
ん
に
ち
は
！
旭
瀬
戸
支

こ
ん
に
ち
は
！
旭
瀬
戸
支
部部
でで
すす

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
⑩

◎
大
工
さ
ん
募
集

■
問
合
　
（
株
）ア
オ
キ
建
築
　

　
　
　
　
名
古
屋
市
港
区
寛
政
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
―
９

　
会
社
　
０
５
２
―
３
８
２
―
４
５
４
８

■
年
齢
　
問
い
ま
せ
ん

■
資
格
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
住
ま
い

　
名
古
屋
市
内
及
び
近
郊
在
住
の
方

■
備
考
　
ノ
ミ
と
鉋
が
使
え
る

　
　
　
　
大
工
さ
ん
大
募
集
。

※
注
意

　
　
当
組
合
で
は
、
当
事
者
間

　
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
一
切

　
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

官本来の仕事、壁塗りや屋根漆喰などがめっきり減ってしまい、
今はブロック積み・タイル貼り・土間コンクリートなど様々な
仕事で食いつないでいます。（笑）それでもありがたい事に年に
１～２棟は荒壁（土壁）を付ける住宅に携わらせてもらえるの
で、その時は左官魂に火が点き（大した魂ではありませんが…）

   副部長　

 佐野 　 貴紀 
サノ タカノリ

　皆さんお久しぶりです。南支部青年部長の佐野
です。今回で３回目の登場になります。
　前回は、趣味のマラソンの話でしたので、今回
は僕の仕事の話をします。
　僕は、こう見えて左官屋です。しかし最近は左

壁
塗
り
作
業
を
す
る
佐
野
副
部
長

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

40歳以下の組合員は全員青年部員です

全身ドロだらけになりながら壁付
けします。
　残念ながら右のはドロだらけの
写真ではありませんが。
　そんなこんなで日々がんばって
いますが、時には仕事が切れたり、
忙しすぎて手に負えなくなるとき
もあります。そんな時は、組合の
仲間を応援したり、してもらった
りで助けてもらってます。
　皆さんも一度組合行事に参加し
てみてはいかがでしょうか。
　意外と楽しいですよ。
　　　　　【佐野貴紀副部長　記】

（左官工）

緑
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
健
康
・
体
操
教
室

■
日
時
　
九
月
二
十
四
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
十
時
集
合

■
会
場
　
緑
区
徳
重
ユ
メ
リ
ア
二
階

■
会
費
　
五
百
円

■
〆
切
　
九
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
福
島

　
℡
・
胃
０
５
２
―
６
２
１
―
３
９
０
３

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

■
日
程
　
十
月
十
六
日
（
日
）

■
会
費
　
大
人
…
四
千
円

　
　
　
　
小
人
…
二
千
円

■
定
員
　
八
十
名
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
胃
の
み
。
組
合
員
氏
名

　
・
参
加
者
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

　
℡
・
胃
・
携
帯
電
話
を
記
入
。

　
九
月
一
日
以
降
申
込
み
受
付
。

■
備
考
　
後
日
、
参
加
決
定
者
へ
集
合
時
間
・

　
場
所
・
振
込
先
・
振
込
金
額
等
を
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
　
上
田
み
ど
り

　
胃
０
５
８
６
―
7
8
―
8
4
9
9

　
℡
０
５
８
６
―
７
８
―
８
４
９
８

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

木
曽
川
支
部
／
南
信
州
ぶ
ど
う
狩
り
の
旅

■
日
程
　
九
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
南
信
州
駒
ヶ
根

名
東
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
九
月
十
一
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

東
海
支
部
／
伊
勢
と
巨
峰
狩
り
の
旅

■
日
程
　
九
月
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
勢
神
宮
・
二
見
賓
日
館

中
支
部
／
新
穂
高
を
歩
こ
う

■
日
程
　
九
月
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
新
穂
高

岡
崎
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
九
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
サ
ン
ボ
ウ
ル

豊
田
支
部
／
合
掌
村
の
旅

■
日
程
　
九
月
二
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
岐
阜
県
白
川
郷
合
掌
村

南
支
部
／
秋
の
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
長
野
県
白
樺
湖

　
組
合
で
は
「
使
用
済
み
切
手
」

を
お
受
け
し
善
意
銀
行
へ
寄
付

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
組

　
合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
切
手
回
収
承
り
ま

使
用
済
み
切
手
回
収
承
り
ま
すす

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

共済福祉部 ご案内

団体セット共団体セット共済済
もしもの時に備えましもしもの時に備えましょょうう

　全建愛知では全労済の「団体セット共済」
を取り扱っています。
　共済期間は10月１日から翌年９月末日
までの１年間で、年払・毎年更新で掛けて
いただきます。
　団体セット共済は、次の３つからなる任
意加入の共済です。

①団体生命共済
　　被共済者が共済期間中に死亡または重
　度障害となった場合、死亡共済金または
　重度障害共済金をお支払いします。　
　　団体生命共済は、組合員同士の相互扶
　助から生まれた共済です。
　　掛金は加入者の平均年齢で決まるた
　め、若年層の組合員さんに加入していた
　だけると、掛金を下げることができ、組
　合員さんと一緒にご家族（配偶者・子ど
　も）もご加入いただけるので、家族ぐる
　みで安心の保障をご用意いただけます。

②火災共済
　　火災はもちろん風水害まで幅広く保障
　される火災共済（火災・破裂爆発・落雷
　・消火作業による冠水や破壊・他人の住
　居からの水漏れ、突風旋風・暴風雨・台
　風等）。火災共済にプラスしてより充実の
　保障になる自然災害共済に大型タイプが
　加わり、さらに安心が充実しました。
　　地震などの自然災害から盗難被害まで
　保障されます。
　※保障対象となるのは、組合員さんの住
　　居（住宅部分）と家財です。事務所や
　　作業場、店舗は保障対象外です。

③交通災害共済
　　年齢や健康状態に関わらず加入でき、
　交通機関に関わる事故や道路上での不慮
　の事故を直接の原因とした、死亡・障害・
　入通院に対して共済金をお支払いします。

　必要な保障は自分自身で確保し、もしも
の時に備えましょう。
　団体セット共済についてのお問い合わ
せ・資料請求等は、共済福祉部の三好まで
ご連絡ください。



◎
暑
い
し
・
節
電
だ
し
…
！

　
『
今
年
の
夏
は
、
猛
暑
＆
節
電

で
子
供
た
ち
と
「
プ
ー
ル
通
い
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
早
く
涼
し

く
な
ぁ
れ
～
！
』

【
春
日
井
市
／
久
保
隆
治
さ
ん
】

※
プ
ー
ル
が
一
番
。ヒ
ン
ヤ
リ
気
持
ち
い
い
。

◎
孫
よ
り
私
が
…
！

　
『
先
日
、
プ
ー
ル
に
行
き
ま
し

た
。
子
供
が
小
さ
い
頃
以
来
だ

っ
た
の
で
二
十
数
年
振
り
で
し

た
が
、
孫
と
共
に
泳
い
だ
り
ウ

ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
に
も
挑

戦
し
、
楽
し
く
全
身
運
動
が
で

き
ま
し
た
。
誰
よ
り
も
私
が
一

番
は
し
ゃ
い
で
た
の
か
も
』

　
【
武
豊
町
／
青
山
秀
子
さ
ん
】

※
子
供
に
返
っ
た
楽
し
い
一
時
で
し
た
ね
。

◎
夏
か
ら
秋
へ
！

　
『
短
い
命
を
惜
し
む
よ
う
に
、

朝
か
ら
セ
ミ
の
大
合
唱
！
賑
や

か
す
ぎ
！
で
も
「
シ
ー
ン
」
と
な

れ
ば
夏
は
終
わ
り
。
早
く
も
秋

の
シ
ミ
ジ
ミ
感
が
私
を
襲
う
』

【
春
日
井
市
／
加
藤
澄
子
さ
ん
】

※
早
い
も
の
で
九
月
に
入
り
徐
々
に
秋
が
き
ま
す
ね
。

◎
僕
ら
の
出
番
で
す
！

　
『
家
に
カ
ブ
ト
虫
が
十
匹
も
い
て

夜
ガ
サ
ガ
サ
う
る
さ
く
し
て
ま
す
』

　
【
名
東
区
／
山
中
己
加
さ
ん
】

※
夜
大
好
き
な
夜
行
性
で
す
の
で
、ご
勘
弁
を
。

◎
得
し
て
い
ま
す
！

　
『
今
年
の
夏
は
省
エ
ネ
と
食

費
を
考
え
て
ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
に
挑
戦
。
ゴ
ー
ヤ

が
た
く
さ
ん
出
来
て
、
近
所
に

配
っ
た
り
チ
ャ
ン
プ
ル
や
佃
煮

に
し
た
り
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
は

見
た
目
も
涼
し
く
一
挙
両
得
。

す
ご
く
得
し
た
気
分
で
す
』

　
【
千
種
区
／
酒
井
洋
子
さ
ん
】

※
涼
し
く
お
腹
も
満
た
さ
れ
、う
ら
や
ま
し
い
。

◎
格
上
げ
し
て
あ
げ
た
い
！

　
『
暑
い
で
す
ね
…
。
ク
ー
ラ
ー

の
な
い
現
場
仕
事
の
夫
に
、
せ
め

て
夏
だ
け
で
も
「
第
三
の
ビ
ー

ル
」
か
ら
「
本
物
の
ビ
ー
ル
」
へ
格

上
げ
し
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
。
現
実
は
、
発
泡
酒
止

ま
り
で
す
が
…
。
ご
め
ん
ね
』

　
　
【
中
川
区
／
奥
村
恵
さ
ん
】

※
い
い
奥
様
で
す
ね
。仕
事
も
励
め
ま
す
。

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑯
Ｕ
…
…
禁
止
の
道
路

⑱
税
金
を
か
け
る
こ
と

⑳
一
九
六
九
年
、
人
類
が
は
じ

　
め
て
お
り
立
っ
た
と
こ
ろ

■
応
募
方
法
　

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

九
月
九
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
ナ
マ
ビ
ー
ル

■
当
選
者

　
植
北
悦
子
さ
ん
他
十
九
名

■
十
月
号
の
原
稿
締
切

　
九
月
七
日
（
水
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
中
国
大
陸
の
方
か
ら
吹
い
て
く
る
風

④
く
さ
い
も
の
に
は
…
…
を
す
る

⑥
着
物
の
丈
が
短
い
。
…
…
つ
る
て
ん

⑦
（
失
礼
な
が
ら
）
女
三
人
寄
れ
ば
…
…

⑨
「
凸
凹
」
の
読
み
方
は
？

⑪
天
に
ま
か
せ
る

⑫
晴
れ
、
く
も
り
、
雨

⑭
朝
、
い
ち
ば
ん
に
洗
い
ま
す

⑮
地
獄
の
…
…
も
金
次
第

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

⑰
百
メ
ー
ト
ル
走
。
…
…
受
け
て
好
記
録

⑲
発
祥
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
？

嬰
…
…
堂
々
選
手
団
の
入
場
式

①
猛
暑
で
我
慢
は
禁
物
「
…
…

　
熱
中
症
」
に
ご
用
心

②
オ
ウ
ム
の
仲
間
の
鳥

③
…
…
漫
画
、
社
会
…
…

④
竹
に
は
…
…
が
あ
る

⑤
子
ど
も
は
…
…
調
節
機
能
が
未
熟

⑦
振
り
返
る
の
は
や
め
よ
う

⑧
エ
コ
で
…
…
カ
ー
は
自
転
車

⑩
印
鑑
が
な
い
と
き
は

⑪
架
空
の
藩
。
藤
沢
周
平
作
品
に
登
場

⑫
た
た
か
い
で
傷
を
う
け
る

⑬
「
…
…
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な

　
か
れ
」
（
与
謝
野
晶
子
）

⑭
コ
ー
ヒ
ー
は
…
…
が
命

【
編
集
後
記
】
二
頁
の
組

織
拡
大
特
集
。
急
遽
、
後

藤
副
支
部
長
に
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取

材
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

【
に
ん
じ
ん
】
四
日
間
の

夏
季
休
暇
。
俊
介
・
優
希

を
連
れ
白
鳥
と
郡
上
徹
夜

踊
へ
。
二
人
は
も
っ
ぱ
ら

出
店
に
興
味
津
々
。
来
年

は
さ
く
ら
も
一
緒
に
。

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

○さ 

◎
孫
の
成
長
！

　
『
長
い
夏
休
み
に
入
り
仙
台

よ
り
孫
娘
（
小
五
）
が
一
人
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
セ
ン
ト
レ

ア
ま
で
迎
え
に
行
く
と
元
気
よ

く
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

半
年
振
り
で
身
長
が
ま
た
伸
び

中
学
生
か
と
思
い
ま
し
た
。
震

災
で
大
変
な
思
い
を
し
た
の

で
、
の
ん
び
り
さ
せ
て
や
り
た
い
で
す
』

　
【
豊
橋
市
／
荻
原
康
子
さ
ん
】

※
ゆ
っ
く
り
夏
休
み
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

◎
防
災
対
策
し
な
き
ゃ
！

　
『
各
地
で
災
害
が
続
い
て
い

ま
す
。こ
の
地
も
東
海
大
地
震
・

東
南
海
地
震
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
何
の
備
え
も
し
て
い
ま

せ
ん
。
何
か
用
意
を
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
』

　
【
豊
橋
市
／
石
田
好
野
さ
ん
】

※
万
が
一
の
た
め
、備
え
を
万
全
に
。

◎
ご
注
意
を
！

　
『
楽
し
み
に
し
て
い
た
夏
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
！
応
募
ハ
ガ

キ
に
自
分
の
住
所
・
氏
名
を
書

き
忘
れ
、
最
近
に
な
っ
て
事
務

所
に
連
絡
す
る
も
ア
ウ
ト
。
皆

さ
ん
、
郵
便
物
を
出
す
時
は
必

ず
自
分
の
住
所
・
氏
名
を
確
か

め
ま
し
ょ
う
。
妻
の
落
胆
振
り

に
「
お
前
の
せ
い
だ
」
と
も
言
え

ず
シ
ョ
ン
ボ
リ
！
』

　
【
豊
橋
市
／
村
松
敏
秀
さ
ん
】

※
あ
～
残
念
！
十
分
確
認
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
年
に
一
度
は
健
診
を
！

　
『
七
月
三
十
一
日
、
守
山
区
大

森
会
館
で
集
団
健
康
診
断
。
支

部
役
員
と
し
て
駐
車
場
入
口
の

誘
導
に
少
し
汗
を
か
き
ま
し

た
。
夏
休
み
中
な
ど
時
期
的
な

事
も
あ
り
受
診
者
が
八
十
九
名

と
昨
年
よ
り
低
調
で
し
た
。
そ

れ
で
も
一
人
一
人
の
笑
顔
に
ふ

れ
、
意
義
あ
る
楽
し
い
一
日
で

し
た
』
　

【
春
日
井
市
／
中
村
定
義
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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◎
健
康
第
一
！

　
『
先
月
の
血
液
検
査
の
結
果

で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
そ
の
他
す
べ
て
基
準

値
内
で
先
生
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て

ま
し
た
。
主
人
に
話
し
た
ら
「
い

つ
ま
で
生
き
る
つ
も
り
だ
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
』

　
【
東
区
／
赤
塚
ふ
じ
子
さ
ん
】

※
ご
主
人
な
ら
で
は
の
喜
び
の
言
葉
で
す
ね
。

◎
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
出
来
上
が
り
！

　
『
高
二
の
娘
が
夏
休
み
の
宿

題
で
夕
食
を
作
っ
て
く
れ
た
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
サ
ラ
ダ
と
デ

ザ
ー
ト
。
美
味
し
か
っ
た
が
「
疲

れ
た
か
ら
」
と
片
付
け
を
手
伝

わ
さ
れ
た
。
片
付
け
ま
で
宿
題

に
し
て
ほ
し
い
な
～
』

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
分
か
り
ま
す
。で
も
、作
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
。

◎
温
か
い
お
茶
を
！

　
『
暑
い
毎
日
で
冷
た
い
物
を
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
が
、

夕
食
の
時
だ
け
は
温
か
い
お
茶
を

飲
ん
で
骨
を
ケ
ア
し
て
い
ま
す
』

　
【
中
川
区
／
堀
田
町
子
さ
ん
】

※
体
に
負
担
が
な
く
良
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

◎
ラ
ッ
キ
ー
！

　
『
今
年
は
結
構
、
懸
賞
に
よ
く

当
た
り
ま
す
。
最
近
は
商
品
券

が
五
万
円
当
た
り
、
九
月
に
届

く
の
で
冷
蔵
庫
を
買
い
直
す
予

定
。
以
前
は
二
万
円
の
商
品
券

が
当
た
り
、
十
七
年
使
っ
て
色

ん
な
所
が
壊
れ
た
コ
ン
ポ
を
買

い
直
し
ま
し
た
』

　
【
愛
西
市
／
松
永
千
代
さ
ん
】

※
運
が
い
い
で
す
ね
。う
ら
や
ま
し
い
限
り
。

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

全建愛知　TEL：052－659－0288

全 労 済　 TEL：052－683－6050


